
滋賀県立滋賀県立

精神医療センターたより
第44号　令和６年３月発行

●第 29回関西アルコール関連問題学会滋賀大会を開催しました！
●安全・安心できる外来環境づくりに向けた取り組み
●医療安全推進週間
●アクセス・受診案内

交 通 の ご 案 内

外来診療のご案内

ホームページ （https://www.pref.shiga.lg.jp/seishin/）でもご覧いただけます。

〒525-0072 滋賀県草津市笠山八丁目4 番25 号
滋賀県立精神医療センター Tel：077(567)5001/Fax：077(567)5033

 JR瀬田駅から
1.バス（滋賀医大方面行き）
　　「大学病院」下車 徒歩 10分　  
2.タクシー　約15分

 JR南草津駅から
1.バス（草津養護学校行き）
　「県立総合福祉センター」下車徒歩１分
2.タクシー　約10分

 自動車
新名神高速道路
草津・田上ICから約５分

診療日：月～金曜日
休診日：土・日・祝日・年末年始

●アクセス●

完全予約制です。
予約専用ダイヤルにて
予約をお取りください。 第 29 回 関西アルコール関連問題学会 滋賀大会を開催しました！第 29 回 関西アルコール関連問題学会 滋賀大会を開催しました！

　令和５年 12 月 16 日（土）～ 17 日（日）を会期として、第 29 回 関西アルコール関連問題学会 滋賀大
会をコラボしが 21 にて開催しました。
　当センターは大会事務局として、大会長の大井 健 病院長と副大会長の濱川 浩 精神科部長を筆頭に大会
開催準備チームを立ち上げて、学会幹事や大会実行委員の皆さまと共に協議を重ね、開催に向けて準備をし
てきました。
　新型コロナウイルス感染症拡大以降、初の会場開催（一部、オンライン同時開催）でしたが、近畿府県を
中心に全国から 266 名の方にご参加いただき、盛会のうちに終えることができました。
　「わかちあおう！みらいの回復の姿を」をテーマに、２日間にわたって様々なプログラムが行われました。
　１日目の特別講演・シンポジウムでは、樋口 進 先生（久里浜医療センター 名誉院長）と辻本 士郎 先生（東
布施野田クリニック 名誉院長）による特別講演「依存症診療体験談」をお話いただきました。依存症診療と
出会い、時流と共に依存症支援に向き合い続けてこられたお二人の先生のお話は時にコミカルで時に繊細で、
そして情熱に満ちたものであり、参加者の琴線に触れるものがありました。後半のシンポジウムでは、講師お
二人に和気 浩三 先生（新生会病院 病院長、本学会長）と大井 健 先生（当センター 病院長、大会長）を
交えて、多様化する依存症支援の展望について会場の参加者と共にディスカッションが行われました。
　２日目の教育講演では、松本 俊彦 先生（国立精神・神経医療研究センター 薬物依存研究部長）にトラウ
マとアディクションの関連を様々な社会問題や裏付ける研究とリンクさせながらお話いただきました。先生の
お話はわかりやすいだけでなく、我々の心の片隅にある“アディクションへの誤解”に再認するものでした。
　その他にも、基礎講座、分科会、座談会といったプログラムを通して、一般科との医療連携・女性への支援・
拠点機関・自助グループ・WRAP・家族を主題に、各々の臨床現場での実践や実践から見える課題について
もディスカッションが行われました。また、当事者やそのご家族の体験談やメッセージも多く、自助の本質を
改めて気付かされました。
　終了後のアンケートでは、「新たな学びがあり、エネルギーをいただけてモチベーションの維持に繋がった」

「日々の仕事の刺激や励みになるような企画ばかりだった。対面の良さを再認識した」等のお声をいただきま
した。
　現場で感じる課題を掘り起こして、参加者と共に共有して考える。そして、依存問題や依存症のことを正し
く理解して、誰もが支援に携わることを再認識しました。
　ご協力いただいた全ての皆様と共に作り上げた滋賀大会となりました。



樋口 進 先生 辻本 士郎 先生

◀特別講演・
　シンポジウムの様子

分科会①の様子▶

松本 俊彦 先生



安全、安心できる外来環境づくりに向けた取り組み

医療安全推進週間

　外来では、今年度で３回目となる非常
時対応シミュレーション勉強会を多職種
合同で行いました。
　参加者からは「シミュレーションで緊
迫した場面を想像することができた」「職
種を越えて協力し合うことを学んだ」な
どの意見が得られました。
　連携の重要性を再確認すると共に、対
応力の向上に努めることができ、有意義
な勉強会となりました。

　厚生労働省では、「患者の安全を守る
ための医療関係者の共同行動」の一環
として、11 月 25 日（いい医療に向か
ってＧｏ）を含む 1 週間を「医療安全
推進週間」と定めています。
　当センターでは医療安全推進週間の
活動として、多職種のリスクマネージ
ャーによる医療安全ラウンドや、職員
が作成した啓発ポスター、医療安全川
柳などの展示を行いました。
　各部署で「医療安全・確認」をテーマに、工夫を凝らした作品を制作していただきました。
　患者さんも制作に参加してくださった病棟もあり、医療安全について共に考える良い機会とな
りました。
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月 火 水 木 金

精神科外来
千貫
桐山
榎本
畑本（章）

辻本
濱川
畑本（有）

大井
金山
山本

大門
松村
栗本（半日）

野口
金山
増田

中・高生こころ
の専門外来

大門
野口
日指

桐山
尾関（午前）

依存症専門外来 千貫 大井
濱川

内科外来 浅田 浅田 浅田 浅田 浅田

※…精神科全般： アルコールおよびその他依存症、中高生の精
神疾患、発達障害に関する診察、その他精神
科疾患の診察を行っています。（認知症・て
んかんの診察はしておりません。）

※… 栗本医師の診察日については予約専用ダイヤルにてお問合
せください。

予約専用ダイヤル：
077-567-5023でお受けしています。
受付時間：
平日の９時から 16時まで。
緊急時は、代表電話：
077-567-5001へおかけください。


